
助
産
師
・
看
護
師
募
集

■
嘱
託
職
員

勤
務
　
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

月
給
　
27
万
円
（
一
時
金
な
し
）

■
臨
時
職
員

勤
務
　
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分
（
時
間
は
応
相
談
）

時
給
　
１
、５
０
０
円
（
一
時
金
な
し
）

▼
対
象
　
助
産
師
、
看
護
師
免
許
取
得
者

▼
人
員
　
各
３
人
程
度

▼
勤
務
開
始
日
　
12
月
２
日
㈪

▼
申
込
み
　
10
月
31
日
㈭
（
必
着
）
ま
で

に
、
臨
時
・
嘱
託
い
ず
れ
か
を
記
入
し

た
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）、
資
格
免
許

証
の
写
し
を
郵
送
ま
た
は
直
接
病
院

総
務
課
（
〒
４
８
５・８
５
２
０
住
所

不
要
）

※
後
日
面
接
あ
り

◆
お
知
ら
せ

縦じ
ゅ
う
か
く隔
腫
瘍
に
つ
い
て

縦
隔
腫
瘍
と
は

縦
隔
は
胸
郭
内
で
左
右
の
肺
、
脊
椎
、

胸
骨
で
境
界
さ
れ
る
部
位
で
す
。
そ
の

な
か
に
は
心
臓
、
大
血
管
、
食
道
、
気

管
、
胸
腺
、
リ
ン
パ
節
な
ど
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
縦
隔
腫
瘍
と
は
縦
隔
に
発

生
し
た
腫
瘍
で
心
臓
・
食
道
・
気
管
以

外
に
で
き
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

分
類
、
疫
学

発
生
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
で
小
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
発
症
し
、
悪
性
度
も
良
性

か
ら
が
ん
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
縦
隔

は
さ
ら
に
上
縦
隔
、
前
縦
隔
、
中
縦
隔
、

後
縦
隔
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

所
で
で
き
や
す
い
腫
瘍
が
あ
り
ま
す
。

上
縦
隔
に
は
甲
状
腺
腫
、
前
縦
隔
に
は
、

胸き
ょ
う
せ
ん腺

腫
、
胸
腺
が
ん
、
奇
形
腫
、
胚
細

胞
性
腫
瘍
、
中
縦
隔
に
は
気
管
支
原
性

の
う
胞
、
食
道
の
う
胞
、
悪
性
リ
ン
パ

腫
、
後
縦
隔
に
は
神
経
原
性
腫
瘍
な
ど

が
で
き
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
発

生
頻
度
は
胸
腺
か
ら
発
生
し
た
も
の
が

最
も
多
く
、
そ
の
う
ち
胸
腺
腫
が
全
体

の
約
4
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で

先
天
性
の
う
胞
（
水
の
か
た
ま
り
）、
神

経
原
性
腫
瘍
と
続
き
ま
す
。　

症
状多

く
の
場
合
は
無
症
状
で
、
検
診
や

他
疾
患
の
検
査
中
に
は
じ
め
て
発
見
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
腫
瘍
が
周
り
に
拡

が
る
と
、
胸
痛
、
肩
痛
、
咳
、
喘ぜ

ん
め
い鳴

、

嗄 
さ
 
せ
い声

、
上
半
身
の
む
く
み
、
呼
吸
困
難
、

嚥え
ん
 
げ
 下

障
害
な
ど
の
周
囲
臓
器
の
圧
迫
や

浸
潤
に
よ
る
症
状
が
で
ま
す
。

診
断胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に

よ
る
画
像
検
査
を
行
い
ま
す
。
胸
腔
鏡

や
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
用
い
て
組
織
を
採
取
す

る
こ
と
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
血
液
検
査
で
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
測

定
が
診
断
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療腫

瘍
の
種
類
と
病
気
の
拡
が
り
に
よ

っ
て
治
療
法
や
予
後
は
決
ま
り
ま
す
が
、

良
性
、
悪
性
に
か
か
わ
ら
ず
手
術
が
可

能
で
あ
れ
ば
切
除
す
る
の
が
基
本
的
で

す
。
小
さ
い
も
の
な
ら
胸
腔
鏡
手
術
で

摘
出
が
可
能
で
す
。
切
除
で
き
な
い
場

合
は
、
放
射
線
治
療
や
抗
が
ん
剤
治
療

を
合
わ
せ
た
集
学
的
治
療
が
行
わ
れ
ま

す
。
抗
が
ん
剤
や
放
射
線
治
療
の
効
果

は
腫
瘍
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
り
、
胚

細
胞
性
腫
瘍
の
中
の
精
上
皮
腫
（
セ
ミ

ノ
ー
マ
）
な
ど
は
抗
が
ん
剤
や
放
射
線

治
療
が
非
常
に
よ
く
効
き
ま
す
。

胸
腺
腫
は
、
す
べ
て
低
悪
性
腫
瘍
と

考
え
ら
れ
外
科
的
切
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
そ
の
発
生
母
地
で
あ
る
胸
腺

が
元
来
免
疫
を
つ
か
さ
ど
る
臓
器
で
あ

り
（
成
人
に
な
る
と
退
化
し
脂
肪
組
織

に
な
り
ま
す
が
）、
重
症
筋
無
力
症
を

始
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
自
己
免
疫
疾

患
を
合
併
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
原
則

的
に
は
腫
瘍
だ
け
を
切
除
す
る
の
で
は

な
く
、
発
生
母
地
で
あ
る
胸
腺
組
織
を

含
め
た
広
範
な
切
除
が
必
要
で
す
。
こ

の
手
術
法
は
拡
大
胸
腺
摘
除
術
と
呼
ば

れ
、
胸
骨
を
縦
に
割
っ
て
（
胸
骨
正
中

切
開
）
手
術
し
ま
す
。

　
問
合
先
　
市
民
病
院
（
☎
76
・
４
１
３
１
）

健
康
通
信

▲呼吸器外科部長　内山　美佳 ～
市
民
病
院
よ
り
～
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